
製品づくり・利用部門 

Forest Good 2018間伐・間伐材利用コンクール 

   受付番号  ３５    

（会社名・団体名等）   一樹一会                                

 

連絡先等 

(住  所)     〒878-0013 大分県竹田市大字竹田1501-2 

(担当部署等)  豊肥振興局 農山村振興部 林業・木材・椎茸班 

(電話番号等)   TEL：0974-63-1174  FAX：0974-63-1894     

(ＵＲＬ)    - 

 

製品等の名称 竹田トーチ made by 一樹一会 

製品・取組 

の概要 

 大分県竹田市の若手認定林業事業体（8社）が集まり、一樹一会を設立。会員相互の融和と親

睦を深め、研修等を通じて林業に関する技術や知識及び課題について共有し、互いに切磋琢磨す

ることで林業従事者としての資質向上を図りながら地域社会の発展に貢献することを目的に活

動中。今回の製品は、その取組の一環として開発・販売されたもの 

製品開発・取組の 

きっかけ 

大分県竹田市で開催されている「たけた竹灯籠 竹楽」という行事にあわせ、林業の PR に繋

がる取組ができないか検討した結果、竹明かりと似た木材のトーチを作成。 

製品・取組の 

内容・特徴 

商品価値が無く山に放置されていた間伐材や未利用材を活用している 

普段伐採している針葉樹に加え、クヌギやサクラといった広葉樹の製品も作成している 

団体名である一樹一会の焼き印を押している 

トーチの取扱説明書の中に、使用している木材の説明や、会の理念を記載している 

ブースにて伐採作業の映像を流すなど、林業のPRにも努めている 

間伐材の利用量 
H29年度実績：110個（約２㎥）を行事参加者に販売 ※H29年度から取組開始 

 原木調達先：一樹一会の会員がそれぞれ作成 

取組による効果等 不特定多数の方に、林業のPRと木材利用の意義を伝える事ができた 

製品等の写真、図表 

 
トーチでお湯を沸かしている状況     林業PRブース 

（コーヒー販売用） 




